
資料２－３

道指定ホロカヤントウ鳥獣保護区

ホロカヤントウ特別保護地区

指定計画書（案）

令和元年７月１６日

北 海 道



１ 保護に関する指針等

(1) 特別保護地区の名称

ホロカヤントウ鳥獣保護区ホロカヤントウ特別保護地区

(2) 特別保護地区の区域

広尾郡大樹町字晩成に所在するホロカヤントウ沼の水面の区域（ホロカヤントウ鳥

獣保護区全域）。

(3) 特別保護地区の存続期間

令和元年１０月１日から令和１１年９月３０日まで（１０年間）

(4) 特別保護地区の保護に関する指針

① 道指定鳥獣保護区の指定区分

集団渡来地の保護区

② 特別保護地区の指定目的

当該地域は、広尾郡大樹町市街地から東方約１５ｋｍに位置し、太平洋に面して

おり、天然針広混交樹林、カラマツ及びトドマツなどの人工林に囲まれた湖沼であ

り、マガンをはじめとする水禽類の渡り鳥が中継地として飛来する、特に良好な鳥

獣の生息環境となっている。

このため、当該区域は特に保護を図る必要がある区域と認められることから、

特別保護地区に指定し、生息する鳥獣及びその生息環境を保全する。

管理方針

・定期的に巡視を実施するなどにより鳥獣の生息状態を確認し、また、違法行為や

鳥獣の生息を阻害する行為の防止に努めるなど、鳥獣の安定した生息が図られる

よう適切な管理に努める。

・農林業被害や人身事故の危険を踏まえた有害鳥獣捕獲の申請に対しては、被害等

の事情を十分考慮し、適切に対応する。

２ 特別保護地区に指定しようとする土地の地目別面積及び水面の面積

総面積 65ha

内訳

ア 形態別内訳

林 野 ha

農耕地 ha

水 面 65ha

その他 ha



イ 所有者別内訳

国有地 ha 保安林 ha

制限林 ha 砂防指定地 ha

林野庁所管 ha

普通林 ha その他 ha

国有林 文部科学省所管 ha

(以下所管省庁別に記載)

財務省 ha

国有林以外の国有地（所管省庁別に記載）

国土交通省 ha

都道府県有地 ha

地方公共団体有地 ha

市町村有地等 ha

私有地等 ha

公有水面 65ha

ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域

法（条例）の名称 面積 地種区分 面積

（指定地域等の名称） （ha） （特別保護地区、特別地域等） （ha）

３ 指定区域における鳥獣の生息状況

(1) 当該地域の概要

ア 特別保護地区の位置

大樹町市街地から東方約15ｋｍに位置しており、太平洋に面している。

イ 地形、地質等

ホロカヤントウ沼は、十勝海岸湖沼群の一つであり、標高約10m～50mの砂

丘に囲まれた海跡湖である。

ウ 植生の概要

フトイ群落、マコモ群落、ミツガシワ群落のほかエゾノミズタデ、ヒシ、タヌ

キモ、コウホネ、ジュンサイなどの水性植物群落が分布し沼の環境は良好である。

エ 動物相の概要

マガモ等水禽類の鳥獣が多数生息するほか、希少種のタンチョウやオジロワシ

の繁殖が確認されている。

(2) 生息する鳥獣類

別表のとおり



(3) 当該地域の農林水産物の被害状況（当該区域を含む大樹町の被害状況）

捕獲許可件数

鳥獣名 被害農林水産物

H28年 H29年 H30年

度 度 度

ニホンジカ １ ２ ２ 牧草・小麦・豆類・ビート等

（エゾシカ）

ヒグマ ４ ２ ２ 牧草・小麦・ビート・デントコーン等

カラス、ハト ０ ３ ４ 牧草・飼料・ｽｲｰﾄｺｰﾝ等

キツネ ０ １ ５ 小麦・ビート等

４ 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第32条の規定による補償に関

する事項

当該特別保護地区内に鳥獣の生息及び繁殖に必要な施設を設置することにより損失を

受けた者に対しては、通常生ずべき損失を補償をする。

５ 道指定鳥獣保護区特別保護地区の指定及び維持管理に関する事項

(1) 特別保護地区用制札 ７本

(2) 案 内 板 １基（鳥獣保護区用と共用）

６ 指定計画書添付書類

(1) 道指定鳥獣保護区及び特別保護地区位置図並びに区域図

(2) 道指定鳥獣保護区及び特別保護地区面積内訳表（別紙１）

(3) 関係地方公共団体の首長・利害関係人名簿（別紙２）

(4) 関係地方公共団体・利害関係人との調整結果調書（別紙３）

(5) 農業振興地域との調整調書（別紙４）



（別表）
ホロカヤントウ鳥獣保護区鳥獣リスト

ア　鳥類

目 科 種又は亜種 種の指定等

カモ カモ ヒシクイ 環ＶＵ、道Ｒ、国天
マガン 環ＮＴ、道Ｒ、国天
オオハクチョウ
オシドリ 環ＤＤ、道Ｒ
オカヨシガモ
ヨシガモ
ヒドリガモ
マガモ
カルガモ
ハシビロガモ
オナガガモ
シマアジ
コガモ
ホシハジロ
キンクロハジロ
スズガモ
シノリガモ 環ＬＰ、道Ｒ
ビロードキンクロ
クロガモ
ホオジロガモ
ミコアイサ 道Ｖｕ

○ カワアイサ
ウミアイサ

カイツブリ カイツブリ カイツブリ
アカエリカイツブリ
ミミカイツブリ
ハジロカイツブリ

ハト ハト キジバト
アオバト

アビ アビ アビ
カツオドリ ウ ヒメウ 環ＥＮ

カワウ
ウミウ

ペリカン サギ アマサギ
アオサギ
チュウサギ 環ＮＴ、道Ｒ
コサギ

ツル ツル タンチョウ 国内、環ＶＵ、道Ｅｎ、国特
クイナ クイナ 道Ｒ

バン
オオバン

カッコウ カッコウ ツツドリ
カッコウ

アマツバメ アマツバメ ハリオアマツバメ
アマツバメ

チドリ チドリ ダイゼン
コチドリ
シロチドリ 環ＶＵ
メダイチドリ 国際

セイタカシギ セイタカシギ 環ＶＵ、道Ｒ
シギ ヤマシギ

オオジシギ 環ＮＴ、道Ｒ
タシギ
オグロシギ
オオソリハシシギ 環ＶＵ
チュウシャクシギ
ツルシギ 環ＶＵ
アオアシシギ
タカブシギ 環ＶＵ
キアシシギ
ソリハシシギ
イソシギ
キョウジョシギ
コオバシギ
トウネン
ウズラシギ
ハマシギ 環ＮＴ
エリマキシギ
アカエリヒレアシシギ

カモメ ミツユビカモメ
ユリカモメ
ウミネコ
カモメ
ワシカモメ
シロカモメ
セグロカモメ

○ オオセグロカモメ
アジサシ

（参考文献・調査記録等：日本野鳥の会ホームページ(2019.2.15更新)参照　）



タカ ミサゴ ミサゴ 環ＮＴ、道Ｖｕ
タカ ○ トビ

オジロワシ
国際、国内、環VU、道Ｅｎ、
国天

オオワシ 国内、環ＶＵ、道Ｅｎ、国天
チュウヒ 環ＥＮ、道Ｖｕ
ハイイロチュウヒ 道Ｒ

○ ハイタカ 環ＮＴ、道Ｖｕ
○ オオタカ 国内、環ＮＴ、道Ｖｕ
○ ノスリ

ケアシノスリ 道Ｒ
フクロウ フクロウ コミミズク
ブッポウソウ カワセミ カワセミ
キツツキ キツツキ アリスイ

○ コゲラ
○ コアカゲラ 道Ｒ
○ アカゲラ
○ ヤマゲラ

ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ
コチョウゲンボウ
チゴハヤブサ

○ ハヤブサ 国内、環ＶＵ、道Ｖｕ
スズメ モズ モズ

オオモズ
カラス ○ カケス

ミヤマガラス
○ ハシボソガラス
○ ハシブトガラス

シジュウカラ ○ ハシブトガラ
○ ヒガラ
○ シジュウカラ

ヒバリ ヒバリ
ツバメ ショウドウツバメ

ツバメ
ヒヨドリ ○ ヒヨドリ
ウグイス ウグイス

ヤブサメ
エナガ ○ エナガ（シマエナガ）
ムシクイ エゾムシクイ

センダイムシクイ
メジロ メジロ
センニュウ シマセンニュウ

エゾセンニュウ
ヨシキリ コヨシキリ
ゴジュウカラ ○ ゴジュウカラ
キバシリ ○ キバシリ
ミソサザイ ミソサザイ
ムクドリ ムクドリ

コムクドリ
ヒタキ トラツグミ

クロツグミ
アカハラ
ツグミ
ノゴマ
ノビタキ
エゾビタキ
コサメビタキ
キビタキ

スズメ ニュウナイスズメ
○ スズメ

セキレイ キセキレイ
○ ハクセキレイ

ビンズイ
タヒバリ

アトリ アトリ
○ カワラヒワ

ベニヒワ
ハギマシコ
ベニマシコ
ウソ

○ シメ
イカル

ホオジロ カシラダカ
アオジ
オオジュリン

合計（種） 152 種

イ　ほ乳類

目 科 種又は亜種 種の指定等
合計（種） 0 種


